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スマート農業実証プロジェクト

概要
• 2019年度開始，5年間で全国のべ 217地区で実証
• スマート農業技術を生産現場に導入 ⇒ 技術実証，技術導入
による経営への効果を解明

• 技術区分「作目 x 品種 x 栽培方法 x 利用技術」ごとの結果を
蓄積，利活用

• 実証プロジェクトホームページ： 農林水産技術会議
https://www.affrc.maff.go.jp/docs/smart_agri_pro/

smart_agri_pro.htm

表 1: 実証プロジェクトにおける各コンソーシアムからの提出データ

様式種類 データの内容
様式 1 基礎経営概要
様式 2 法人経営用会計記録（決算書）
様式 3 個人経営用会計記録（⻘申決算書）
様式 4 技術区分データ

https://www.affrc.maff.go.jp/docs/smart_agri_pro/smart_agri_pro.htm
https://www.affrc.maff.go.jp/docs/smart_agri_pro/smart_agri_pro.htm
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農業経営指標

農業経営指標とは
• 技術区分ごとに

• 単収，単価，費用，労働時間 を
整理

• 指標の利用場面
• 技術導入の効果，作物選択の判
断の参考

• 経営モデルの構築，経営試算，
経営診断の参考

• 指標の作成
• 当プロジェクトでは，提出され
た技術区分データを分析，集計
して作成 (松本ら, 2023)

• 統計モデル： 水稲。利用可能
データが多い。

• 事例ベース： それ以外の作物。
データが限定的。実証技術が
事例ごとに特徴的。

図 1: 農業経営指標の具
体的一事例。北海道農政
部 (2019, p.82)の一部を
抜粋。
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課題の特定と解決策

当プロジェクトにおける事例ベースの指標作成
• 対象：多種多様な品目，技術 (表 2)

• 水田作の品目は水稲に集中。他類型 (畑作，露地野菜，施設園
芸等)は多品目が混在。導入技術も多種多様。→ 事例ベース

• 事例ベースのアプローチ
• 事例の提出データ (文書，試験結果の集計表等。)→ 経営環
境，技術の特徴を精査 → 指標作成 → 指標の妥当性を判断

• 「技術〜作業〜効果の因果関係の可視化情報」が指標の作成
作業，意味理解，妥当性判断に有効

• 課題
1 膨大な作業量の克服 → 自動化
2 文章読解の支援 → AI

表 2: 営農類型別技術区分データ数

水田 (水稲) 畑作 露地野菜 施設園芸 花き 果樹 茶 畜産
2019 523(361) 34 105 75 3 124 5 15
2020 175(124) 152 137 107 18 88 6 31

出所 松本ら (2023).
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方法

指標作成の戦略：データ駆動型アプローチ
1 提出された個別事例データの活用

• 膨大な情報の効率的・効果的な整理

2 ロジックモデルによる整理
• 利用データ→指標作成の枠組み

3 指標作成支援プログラム開発
• 自動化，AI活用

4 意思決定支援
• 作成指標の妥当性の判断等

5 評価
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ロジックモデルと技術体系，経営指標

図 2: ロジックモデル (Frechtling, 2015)で表現した農業技術体系の概念
図。技術体系を「利用技術→農作業→効果→経営成果→最終目的」の関
係で構成。input(投入要素，技術)〜activity(作業)〜output(効果)と整理
することで提出データと経営指標の関係が把握可能。
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経営指標作成の全体フロー
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実験①：因果関係ダイアグラム作成の自動化

図 3: R言語による自動可視化のしくみ (R Core Team, 2023; Gansner
and North, 1999)。提出されるMS-Excelには技術と農作業の関係がテー
ブル (構造化データ)で整理されている。MS-Wordには技術とその導入
効果が文章化されており，分析には Open AI gpt-3.5-turboを使用。
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結果①-1: 技術と作業の関係の可視化

図 4: 作業別投入要素の整理
表 (施設トマト)

注：北海道農政部 (2019, p.84) から作成したテ
ストデータ． 図 5: プログラムで図 4からダイア

グラムを自動作成 (施設トマト)
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結果①-2: 技術と導入効果の関係の可視化

図 6: 技術別導入効果の整理
表 (施設トマト)

注：筆者が作成したテストデータである．

図 7: プログラムで図 6からダイア
グラムを自動作成 (施設トマト)
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結果①-3: 因果関係ダイアグラムの可視化

Rパッケージ
agritechviz による
技術〜作業〜効果
の統合
## agritechvizライブラ
リをロードする
library(agritechviz)

## DOT 言語へ変換
dot_iae_tomato <-

genDOTInputActivityEffect(

dot_ia_tomato,

dot_ie_tomato)

## ダイアグラム作成
plot(dot_iae_tomato)

図 8: 因果関係ダイアグラム (施設トマト)
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実験②：LLMによる文章データの分析

要点
• 内容：

• 提出文書の文章から技術-
効果整理表を作成

• 非構造化データ → 構造
化データ

• 方法：
• OpenAI ChatGPTで試行
錯誤的にプロンプト開発

• 結果：
• Zero-shotプロンプトを 2
段階で実行し，文章から
技術-効果整理表を生成

• 自動化：
• ChatGPT APIを R関数
として実装し，
agritechvizパッケージへ
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実験②：(つづき)

図 9: 文章（非構造化データ）から技術-効果整理表（構造化データ）へ
の変換
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結果②：非構造化データから構造化データへの変換

図 10: 2ステップの Zero-shotプロンプトで文章をテーブルへ変換
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考察②：LLMによる文章データの分析

要点
• 文章（非構造化データ）から技術-効果整理表（構造化デー
タ）への変換を (一定程度)達成

• ポイントは プロンプトを 2ステップ にしたこと (1st 出力項
目抽出，2nd 導入効果出力)

• 整理表作成までの処理が安定化
• プロンプトに報告書の語句を使用せずとも一定程度の精度で
変換可能

• → 同一プロンプトを再利用できる。処理の自動化の可能性。
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まとめ

実験①：因果関係ダイアグラムの自動作成
• 到達点：Rの ’agritechviz’パッケージ開発

• 「技術〜作業」+「技術〜効果」→因果関係ダイアグラム
• 今後の課題

• クラス，メソッド改良してユーザビリティ向上
• Open AI ChatGPT API使用部分の改良

実験②：LLMで文章データの表形式への変換
• 到達点：ChatGPT用プロンプト作成

• 2ステップ にすることで文章から，csvデータを出力可能
• 今後の課題

• 出力結果の再現可能性
• プロンプトの改善
• 適切な GPTモデルパラメータの探索
• 農学領域に特化したファインチューニングで表記ゆれ，抽象表
現へ対応

• 代替 GPTモデルの検討
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A1. agritechvizパッケージの実行例

技術〜作業〜効果の因果関係ダイアグラム作成
#ダウンロードしたソースコードのパッケージをインストール
#Windowsの RGuiは「パッケージ > Install package(s) from local files」で選択
install.packages("agritechviz")

#パッケージを使う
library(agritechviz)

#サンプルデータの読み込み
file_path <- system.file("extdata", "tomato.xlsx",

package = "agritechviz")

data_ia_tomato <- readxl::read_xlsx(file_path,

sheet = "作業体系")

data_ie_tomato <- readxl::read_xlsx(file_path,

sheet = "技術効果")

#DOT 言語へ変換
dot_ia_tomato <- genDOTInputActivity(data_ia_tomato)

dot_ie_tomato <- genDOTInputEffect(data_ie_tomato)

dot_iae_tomato <- genDOTInputActivityEffect(

dot_ia_tomato, dot_ie_tomato)

#ダイアグラム作成
plot(dot_iae_tomato)

• agritechviz パッケージは，右のクリップをクリックして保存。→
• プレゼン資料は https://researchmap.jp/naro_carc_sato から。

https://researchmap.jp/naro_carc_sato
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